

































































































































































































































と注記があるので、出版目録として8 「嵩山房和書目録」 と同じく 「書目」に修正する。
5， 10，13の蔵書目録も同様に「書目」のほうがよいだろう。
































































は「総記」の「1図書」の中が「書誌学」 「一般書目」 「蔵書目」 「雑著」に分かれてい
る。 「蔵書目」 という語ならば現代の「蔵書目録」 との違いを示すことができるだろう。
内閣文庫の「一般書目」の項には「異朝書籍考」が林驚峰「日本書籍考」に並んで掲出
されているが、こうした解題目録と、より詳しい書誌学の論考とを分けることもなかなか
難しい。内閣文庫の「書誌学」に相当する項目として「国書基本データベース」には「書
誌」 という分類語があるが、 「書誌」は図書館用語でもあり、国会図書館NDL-OPAC
の件名でも「書誌の書誌」などと使われている。この語もまた、注意深く定義しなければ
ならないのである。
おわりに
以上、 「国書基本データベース」を分類語によって検索する際の問題点を「目録」と「書
目」を事例として取り上げ考察した。従来、コレクションごとに蔵書構成の特徴に合わせ
て分類・編成されてきた古典籍目録が、 ウェブ上に蓄積され総合目録データベースの中に
位置付けられた時、その分類体系はどのように維持されるのだろうか。 日常用語と専門用
語が交錯し、時代や研究領域によって概念が異なることも多い分類語について、 「国書基
本データベース」の用例を分析し、用法のガイダンスを作成しつつ、データの整合性を高
めていくことが望まれる。
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